
 

最 終 試 験 の 結 果 の 要 旨 
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対する最終試験は、主査 山 口 徹 太 郎 教授、副査 児 玉 利 朗 教授、 

 

副査 木 本 克 彦 教授 により、論文内容ならびに関連事項につき口頭試問 

 

をもって行われた。 

 

その結果、合格と認めた。 
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論 文 審 査 要 旨 

 

 

 

 

歯冠歯根統合モデルを用いた歯の移動の三次元解析： 

一塊遠心移動法による上顎臼歯部の評価 
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論 文 審 査 要 旨 

 

本研究の目的は,上顎臼歯部を一塊として遠心移動する治療法（一塊遠心移動法）を行っ

た臨床症例の歯の移動を,歯冠歯根統合モデルを作成することで三次元的に評価し,一塊遠

心移動法の有効性を検討した. 

研究対象は,Angle Class Ⅱの不正咬合と診断され,歯科矯正用アンカースクリューを固定

源とし非抜歯で上顎臼歯の一塊遠心移動法を適用した成人の女性患者 8名（平均年齢 20歳

9 か月）であった.初診時検査により採得した歯列石膏模型および Computed Tomography (CT)

データを研究資料として用いた.CTの Dicomデータより三次元モデルを構築し上顎歯列を抽

出し,歯列石膏模型より三次元スキャナーにて計測した歯列デジタルモデル（DM-1）を得た.

各歯の CTモデルの歯冠部を DM-１の歯冠部と置換し統合することで,歯冠歯根統合モデルを

作製した.一塊遠心移動法適用後の歯列デジタルモデルを DM-2とし構築,各歯の歯冠歯根統

合モデルの歯冠部を DM-2 の対応する歯の歯冠に重ね合わせることで,歯の三次元移動デー

タを算出した. 

第一大臼歯の平均遠心移動量は歯冠部で 2.6±0.8 mm,根尖部で 2.3±0.7 mm であった.第

一大臼歯の矢状面の平均歯軸変化は,0.9±4.0°であった.一塊化した臼歯部全体の変化は,

矢状面で平均 2.1±3.1°の後上方傾斜,水平面で平均 1.3±2.3°の後外側傾斜であった.第

一大臼歯の平均遠心移動速度は,歯冠部で 0.3 mm/月,根尖部で 0.2 mm/月であった. 

本手法を用いて実際の臨床症例における歯の移動評価を行ったことで,歯の三次元的移動

解析システムを確立することができ,上顎臼歯部の一塊遠心移動法において概ね歯体移動

による遠心移動が達成されており,臨床適用の有効性が示唆された. 

 

本審査委員会は、論文内容および関連事項に関して、口頭試問を行ったところ十分な

回答が得られることを確認した。さらに歯の三次元的移動解析システムと上顎臼歯部の一

塊遠心移動法における新しい知見は、今後の矯正歯科分野における研究ならび矯正歯科

臨床への貢献が期待でき、歯科矯正学の発展につながるとの結論に至った。そこで、本

審査委員会は申請者の博士論文が博士（臨床歯学）の学位に十分に値するものと認めた。  

 

 


